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令和5年6月30日まで

1 事業の成果
0日本IDDMネットワ ークの3つの約束

インスリンの補充が必須な患者とその家族一人ひとりが希望を持って生きら
れる社会を実現するために、 平成22年度に

“
救う

” “つなぐ ” “解決する
”

の3つの約束を掲げました。
そして、 平成2 3年度に開催した日本IDDMネットワ ーク法人化10周年

. 1型糖尿病研究基金設立5周年記念シンポジウム開催を機に、 ゴールは、
2 0 2 5年に1型糖尿病を「治らない」病気から「治る」病気にすることとし
ました。

さらに、 平成2 5年度には、 インスリン補充から解放され病気になる前のも
との体に戻る「根治」に、 現在の治療法の改善により体への負担が軽くなり生
活の質が向上する「治療」並びにこれから新しく発症する患者を無くして1型
糖尿病を完全に克服する「予防」を加えて、 1型糖尿病の「根絶」と定義し、
「根絶」を最終目標として掲げました。

また、 創立27年を経過し、 その間に培ったノウハウを社会に還元し、 自発
的な市民社会の構築に寄与することを目指しています。

その約束を果たすための令和4年度の主な取り組みは以下のとおりです。

〇
‘‘
救う

”
ー患者と家族の皆さんに私たちの経験を還元します。

患者の祖父母や学校・幼稚園等への説明用パンフレット、 ジュー Cグルコー

ス及び1型糖尿病[I DDM]お役立ちマニュアル（特に全国の図書館、 病院
図書室、 医学図書館、 学校図書館へ）の配布、 電話・ メ ール等での相談対応、
ホ ームページやフェイスブック等での情報発信、 メ ー ルマガジンの配信などに
取り組みました。

新型コロナウイルス感染症の5類感染症に移行に伴い一部対面イベントを再
開しましたが、 患者は重症化リスクが高いので、 引き続き基本的な感染対策を
呼びかけました。

AI （人工知能）を活用した相談対応システムは、 ChatGPTの登場や
さらに人材の投入、 高額な運営コストが見込まれるため、 事実上断念し、 開発
会社との詰めを行っています。

政策要望では①20歳以上の1型糖尿病患者への医療費助成②介護施設など
での介護職員によるインスリン療法の実施③インスリンポンプおよび持続血糖
測定器に係る診療報酬の改善④学校などの教職員等及び救急救命士による重症
低血糖対応⑤特別児童扶養手当と小児慢性特定疾病の申請窓口の一元化につい
ての要望書を厚生労働省、 文部科学省及び内閣府特命担当大臣宛に提出しまし
た。



また、新たに、 製薬企業・医療機器関連企業からの患者・家族に向けた情報
提供の規制緩和についての要望を次年度に行うべく準備中です。

発症初期の患者と家族にとって必要なもの（専門医監修によるわかりやすい
医療情報冊子、療養に必要な医療機器やインスリン製剤の一覧、患者・家族の
体験談等）を詰めた「希望のバッグ」（平成2 6年11月配布開始）プロジェ
クトは、スポンサ ー企業の皆様のおかげで好評のまま継続することができまし
た。1型糖尿病が「治る」病気になるまで継続する必要がありますので、毎年
発症している全国の患者全員(10 0 0人を見込）に届けることができるよっ
今後とも重点事業として取り組んで行きます。

加えて、インスリン補充が必要な2型糖尿病患者のための希望のバッグ（平
成2 9年12月配布開始）の送付もスポンサ ー企業の皆様のご支援により継続
することができました。

当法人が20年以上に渡って蓄積してきた1型糖尿病に関するノウハウを活
かし、2型糖尿病患者・家族のみなさんに、インスリン治療に対する不安をや
わらげ、 希望をもって生活してほしいという想いから「2型糖尿病との向き合
い方セミナー」と題したオンラインイベントを「にちあい糖尿病川柳」（応募
総数2280作品）の優秀作品発表を兼ねて開催するなど、糖尿病の早期診断
と治療継続の大切さを啓発しました。

認定特定非営利活動法人ヒ°
ースウィンズ・ジャパンのご協力を得て “低血糖

アラート犬 ’'養成に取り組み、3頭（アニモ、アロ エ、エ フィー）の訓練を継
続しました。しかしながら、成果は末だに十分とは言えずトレーニングを継続
していきます。

インスリン補充をしている方の「もしも」に備えるためのノ ー トを作成し、
このノー トの書き方や使い方についてのセミナーを開催しました。終活、災
害、入院時にも活用できる内容を伝え、備えることへの意識を高めました。

1型糖尿病患者・家族にインスリン療法にかかわる医療費や社会保障制度等
を正しく理解してもらうため、1型糖尿病の医療費相談会を開催しました。久
しぶりに対面方式で開催し、当法人の政策要望活動、研究支援、持病があって
も入れる保険、最近の治療の情報など、参加者の関心や悩みに寄り添うことが
でき満足度の高い相談会となりました。

医療者の方々から、実際の1型糖尿病患者の症例について他の医療機関では
どのように対応しているのか知りたいとの声をいただき「医療者向けl型糖尿
病の症例対応セミナ ー」を2回（①CGM［持続グルコ ースモニタリンク］ ＆ 
低血糖②CS I I［インスリンポンプ］ ＆成人移行期医療）開催しました。最
新機器の話に留まらず、論文などのエ ビデンスに基づいた日々の診療での工夫
や低血糖の対策などの情報が紹介され、好評をいただきました。

動画では、1型糖尿病患者でもある柚山賀彦医師のご協力を得て、 糖尿病の
正しい理解、救命救急士に向けた糖尿病の対処法、及び小中学校の先生に向け
た糖尿病をもつ児童との関わり方の3本の作成に着手しました。

加えて、糖尿病には様々なタイプ(1型糖尿病、2型糖尿病、その他の特定
の機序・疾患によるもの、妊娠糖尿病）があることを社会啓発する動画の作成
にも取り組んでいます。

こうした動画により、社会における糖尿病に関する正しい認知や患者・家族
自身が日常（就職、入園・入学等）の説明が容易にできるようになります。



新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、 患者・家族が対面で話せるイベント
の中止・延期や発症したばかりの患者・家族が他の患者・家族と接する機会が
少ないこと等から、 「＃にちあいしゃべり場～患者・家族の“話せる”オンライ
ンコミュニティ～」を5回開催しました。 それぞれの社会や家庭での環境、 発
症年齢などで直面している課題が異なるため、 年齢別、 患者・家族別等タイプ
別に開催し、 顔を見ながらコミュニケ ー ションを取ることが「心の安定につな
がる」といった高い評価を得ました。

高齢患者支援サー ビス（独居の高齢糖尿病患者健康支援サー ビス）は公益財
団法人三菱財団様の助成が決定し、 次年度に本格的な準備に着手します。

0 “

つなぐ ”

ー患者・家族と研究者、 医療者、 企業、 行政、 そして社会とつなぎます。
カー ボカウント＆先進デバイス活用セミナーは、 新型コロナウイルス感染症

拡大の影響によりオンライン(WEB形式）で4回（初心者向け、 経験者向
け、 医療従事者向けに区分）開催しました。 参加者には引き続き好評で、 全国
各地から多くの医療関係者にも参加いただき、 カー ボカウントや先進デバイス
の啓発に繋がりました。 さらに、 1型糖尿病の医師に自身の経験を交えて話し
ていただき、 患者の実体験や必要な医療・療養がより感じられるセミナーとな
りました。 カー ボカウント講座の動画「1型糖尿病初級編」「1型糖尿病 応
用編」及び「2型糖尿病編」も販売することで、 医療・療養環境の充実につな
がっています。

当法人に「今後取り上げてほしいテーマ」で最も関心が高い「1型糖尿病と
妊娠・出産」について、 助産師、 糖尿病専門医及び1型糖尿病をもつお母さん
をお迎えし、 「パ ートナー・医療者にも聞いてほしい！ 1型糖尿病の妊娠・出
産セミナー」を国際女性デー(3月8日）に開催しました。 出産を経験した 1
型糖尿病患者2名の体験談もあり、 これから出産を迎えたり、 サポートしたり
する方の不安を軽減する貴重な機会となりました。

IDDM白書(1型糖尿病 IDDMレポート2022)の発行に加え、 各
種メディアでも取り上げていただき、 1型糖尿病の認知度がさらに向上したと
認識しています。

新たな寄付の形として、 DM三井製糖ホ ールディングス株式会社様は2019
年から株主優待制度として自社製品等に代えて日本IDDMネットワ ー クヘの
寄付を選択いただける「寄付優待制度」を導入され、 この制度を通じて23 9 
名の株主様より741,000円の寄付を頂戴しました。

コロナ禍で心身ともに疲弊されている看護職の方々に対し、 本年度も日本に
おける新型コロナ対応の要である国立国際医療研究センター（東京都）と九小卜1
における対応拠点である福岡大学（福岡県福岡市）の看護職の方々34 7名へ
佐賀の特産物を贈りました。 「昼夜を問わず医療の前線で業務に当たっている
職員にとって大きな励みになります」といった感謝の言葉が届きました。

〇 ‘‘解決する
”

ー研究者の方々に研究費を助成し、 1型糖尿病の根治への道を開きます。
1型糖尿病の根絶につながるあらゆる先進的な研究を応援する「1型糖尿病



研究基金」による公募型の1 7回研究費助成は、特にゲノム医療に関連する研
究、基礎研究、そして若手研究者の方々からのチャレンジングな研究に期待し
て、5テ ーマに対し7 9 6万円の助成を行いました。この助成金には、冠基金

「由地敏廣エンジョイ！基金」並びにグローバル全生物ゲノム株式ファンド
（通称「ゲノムファンド」、日興アセットマネジメント株式会社様が運用会社
となり、ゲノム関連企業の株式への投資によるリタ ーンをファンド受益者にも
たらす公募 投資信託）の運用会社や販売会社が受け取る運用管理費用の一部を

「ゲノムファンド活用プログラム2022」として当法人に寄付されたもの
を活用しました。

佐賀県庁への日本IDDMネットワ ーク指定ふるさと納税を財源として、5
テ ーマで6800万円の研究費助成を行いました。

資金循環型（研究成果が出た場合は1型糖尿病研究基金へ資金をリタ ーン）
の研究支援は、3テ ーマで継続支援を行いました。

このほか、随時募集（公募 ）による助成、継続助成を含め、本年度は23件
1 億35 3 6万円（過去最高）の助成を行いました。

これにより累計では、助成件数1 4 3件、支援金額7億37 3 6万円となり
ました。

1型糖尿病の根治、治療、予防に向けた研究がさらに進むことを期待してい
ます。

2025年には1型糖尿病が “治る” 病気になるという期待感は高まってお
り、 「バイオ人工膵島移植ジャパンプロトコール20 2 5基金」 （目標： 5億
円）は、「移植サポータ ー」(1 口1, 0 0 0円を毎月口座から自動的に引き
落とし）も呼びかけ、2023年6月末時点で111, 799, 000円となりました。

このうち、国立国際医療研究センタ ーヘご遺産による冠基金「金岩信一基
金」 (7 0 0 0万円）から研究助成金(38 5 0万円）を贈呈しました。

『1型糖尿病 2 0 2 5年「治らない」から「治る」へ』をテ ーマに据えた
日本IDDMネットワ ークサイエンスフォ ーラムは、4年ぶりに対面方式で
2023年6月に開催しました。参加者は、様々な糖尿病の患者・家族による
パネルディスカッションでは発症当時や病気のある生活への不安・困りごとに
共感し、研究者による発表では着実に進捗を見せる研究に希望や期待を持って
いました。

1型糖尿病を「治る」病気に変えようとしている医療者・研究者や患者・家
族との接点を増やすことで、 「治る」病気になることへの期待感や研究者のモ
チベーションは高まっています。

なお、これまで研究助成を行った研究機関へ患者・家族が出向き研究の状況
を発信する「研究室訪問」は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で依然と
して再開できませんでした。

1型糖尿病 “根絶” のため、寄付に対し税制優遇措置が受けられる全国初の
所轄庁（都道府県・政令市）認定特定非営利活動法人としての利点をいかすた
めに様々なメニュ ー（基金の名前や金額、助成対象などを自由に決められる、
寄付者の方の思いに合ったプログラム “冠基金” 、株式会社シャトレーゼ様
等による販売額の一定割合を寄付する寄付つき商品、家庭や職場で不要になっ
た本を提供していただ< “ ノーモア注射希望の本プロジェクト ’'、書き損じ・
未使用のはがきを提供していただ< “書き損じはがきプロジェクト’'、家庭に



眠っている貴金属、 アクセサリー等を提供していただ<
“

お宝エイド
”

、 売上
の一部が寄付になる

“

希望の自動販売機プロジェクト
”

等）を用意して寄付の
お願いをしました。 物品やイベント収入の一部の寄付など患者・家族による自
発的なチャリティ活動も続いています。

1型糖尿病の啓発にも繋がる
“

希望の募金箱
”

プロジェクトは、 本年度14 
か所（累計24か所）で専用の募金箱を設置していただきました。

こうした多彩なメニュ ーによる取り組みもあり、 本年度の1型糖尿病研究金
には110,323,053円（佐賀県庁へのふるさと納税を除く）がよせられました
（前年度8％増）。

様々な寄付メニュ ーの中でも、 ノ ーモア注射マンスリ ー サポーター(1口
1, 0 0 0円を毎月口座から自動的に引き落とし）は、 「マンスリーサポータ
ー募集キャンペーン(20 2 3年3月2 7日～5月8日）」にも取り組み、 期
間中62名もの方々に申込いただき、 68 0名15 8 6口となりました。

患者・家族の遺産を託され2つの冠基金「林文子基金」 、 「武居正郎基金」
を創設しました。 研究支援を中心に活用いたします。

バレンタインデーとホワイトデーに合わせて砂糖不使用で低GIの「ドクタ
ーズチョコレート」（販売元：株式会社マザーレンカ様）の売上の1％を1 型
糖尿病研究基金へ寄付するキャンペーンを2023年2月13日から3月31 
日まで、 大賀薬局様(10 2店舗）、 阪神調剤グループ・ I&H株式会社様
(1 2 3店舗）及びアポクリート株式会社様(33店舗）のご協力により実施
いたしました。

ソフトバンク株式会社様には「つながる募金」（スマートフォン等から節単
に寄付ができるサー ビス）並びに「チャリティモバイル」（専用WEBから対
象機種を新規または機種変更で契約いただくと、 ソフトバンク株式会社様が、
6,000円＋毎月の利用料金の3％を当法人へ2年間に寄付）でご支援をいただ
いておりますが、 期待に応えられる実績はあがっていません。

ヤフー株式会社様には、 Yahoo！ネット募金でご協力をいただき、 6月末の累
計で約29 3 0 0名の方々から約850万円の寄付を頂戴しています。

佐賀県とふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」 （株式会社トラ
ストバンク運営）のご協力で、 本年度で9年目となる「日本IDDMネットワ
ーク」を指定した佐賀県庁へのふるさと納税（寄付）は、 令和4年度（佐賀県
庁の会計年度： 4月 ー 3月）は23 9 2件、 136,551,365 円、 高額寄付の増加
により前年度金額比51％増（過去最高額）となりました。 令和5年度（同4
月ー 3月）も、 高額寄付の増加により6月末現在で30 3件、 2 2,211,000円
の指定寄付を頂戴しており、 寄付額は前年同期比9 7％増となっています。 し
かしながら、 4月から佐賀県庁は指定団体への交付率を寄付額の90％から
8 5％へと変更しており、 当法人へ寄付（交付）される金額は減収の見込みで
す。 なお、 本ふるさと納税は主に研究費助成のために活用します。

特に「ふるさとチョイス」のガバメントクラウドファンディング（使途を明
確にしたふるさと納税型クラウドファンディング）では、 根治に一番近いと期
待するバイオ人工膵島移植（膵島補充療法）実現に向けて「インスリン離脱がで
きる異種膵島移植法の確立と産業化に向けた生産システムの構築」のために浅
利貞毅神戸大学大学院医学研究科特命教授へ13 0 0万円、 「First in Human 
＝ヒトに初めて投与する段階の治験を開始するために実験データをもとに治験



実施計画書を作成し実行」のために霜田雅之国立国際医療研究センター膵島移
植企業連携プロジェクト長へ1 0 5 0万円、 さらに「からだの中に残された膵
B細胞を再び増やす研究」のために白川純群馬大学生体調節研究所代謝疾患医
科学分野教授へ2400万円の研究費助成を実現することができました。 この
他、 ふるさと納税を財源として、 「FreeStyleリブレ第3世代アルゴリズムの
精度評価」のために村田敬国立病院機構京都医療センター 臨床栄養科長・糖尿
病センタ ー医長へ50万円、 「ウイルス糖尿病予防コクサッキ ーBウイルスワ
クチン開発へ向けた基盤的研究とその展開」のために永淵正法佐賀大学医学部
肝臓．糖尿病・内分泌内科特任教授へ2000万円の研究費助成を実現するこ
とができました。

今後の研究進展に益々期待しています。
ふるさと納税にあたっては、 たくさんの応援メッセージを頂戴しています。

1型糖尿病のことをご存知無い方々からの寄付も多く、 この研究支援寄付が1
型糖尿病の啓発にも大きく寄与しています。 令和5年2月からは、 京都大学i
PS細胞研究所長船健二教授グループの「ヒトiPS細胞から次世代型スマ ー

卜膵島をつくる」研究を支援するために「ふるさとチョイス」のガバメントク
ラウドファンディングに取り組んでいます。

第11回大阪マラソンのチャリティ寄付先団体に選ばれ、 12名のチャリテ
ィランナーの方々に大阪の街を駆け抜けていただきました。 チャリティランナ
ーの皆様が当法人への寄付を呼びかけられ、 2 5 7人の方々から、 1,173,990
円ものご寄付をいただきました。 加えて、 大阪マラソン組織委員会様から
1,664,414円の寄付をいただいています。 いただいたご寄付は、 1型糖尿病の
根絶に挑戦する研究者の方々への研究費助成に活用します。

東京マラソン2 0 2 4 (2024年3月3日開催）チャリティの寄付先団体に
選ばれました。 1型糖尿病の正しい理解を広げるため、 治る末来の実現に向け
て、 寄付はバイオ人工膵島移植プロジェクト（膵島補充療法）の研究費助成と
して活用する予定です。 アンバサダーとして岩田稔氏（元プロ野球阪神タイガ
ース投手）に就任いただきました。

平成23年1月に発足した『1型糖尿病「治らない」から「治る」一
“

不可
能を可能にする

”

ーを応援する1 0 0人委員会』の委員は1 4 0人となりまし
た（本年度3名就任）。 ノ ーベル医学・生理学賞を受賞された京都大学iPS
細胞研究所名誉所長の山中伸弥氏をはじめ、 作家・映画監督の村上龍氏、 京都
大学名誉教授の西川伸一氏、 大阪大学免疫学フロンティア研究センター特任教
授の坂口志文氏ほか様々な分野の方々に

“

参加
”

いただいています。 加えて
『1型糖尿病「治らない」から「治る」 ―

“

不可能を可能にする
”

ーを応援す
る希望の1 0 0社委員会』は23企業・団体（本年度1社就任）で、 「治る」
活動支援等の参加表明をいただいています。

2022年度も、 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による対面イベント
の中止 ・ 延期等により、 厳しい状況にありましたが、 様々なご支援と職員の頑
張りにより何とか乗り越えることができました。

新型コロナウイルス感染症の5類感染症移行後、 対面型イベントを再開し、
次年度も、 研究支援強化や高齢患者支援サー ビスの構築等、 常に改善を意識し
て新たなチャレンジも続けます。



また、 日本IDDMネットワークは平成1 2年に佐賀県に本部を移転した団
体として、 地元佐賀県へ貢献することを目指しています。

ふるさと納税を財源として、 県内の5団体で「佐賀の未来につながるCSO
（市民社会組織）交流会」を共催し、 ゲストの山口祥義知事の前で当法人の活
動もアヒ

°
ールし、 1型糖尿病の啓発にも寄与しました。

新たに佐賀県の「企業版ふるさと納税活用型CSO地域課題解決支援事業」
に挑戦することとし、 佐賀県の①成人の1型糖尿病患者への医療費助成②糖尿
病患者の歩くライフスタイルの推進及び③佐賀大学の糖尿病ワクチン開発支援
を実施すべく申請しました。

次年度以降も、 本部所在地である佐賀県への貢献を意識して取り組みます。

管理運営面では、 年々業務を拡大・充実させており、 井上龍夫理事長は体調
面から以前のような状態での業務は困難ですが、 2000年に法人化とともに
本部を佐賀市に移転して以降事務局を担ってきた岩永幸三副理事長兼事務局長
が4月1日付で常勤有給役員（共同代表）となり、 後任の事務局長には佐賀県
庁で難病対策や障害福祉の担当課長を務めた森満が就任しました。 事務局は、
有給職員1 2名（フルタイム職員2名、 短時間職員1 0名、 うち8名は在宅勤
務）及び外部委託(2社に委託）による体制としています。

在宅ワーク職員とのコミュニケー ション強化という課題を抱え、 チームビル
ディングを因る研修や佐賀市の本部事務所勤務への移行を進める等、 役職員体
制の強化は一旦終了しました。 しかしながら、 職員の給与水準は十分とは言え
ません。 よって、 米国ドル建て債券の購入による資金運用強化により人件費を
捻出することとしています。

このような状況下で、 今年度も延45名のボランティアの方々に助けられま
した。

なお、 本部事務所（佐賀市柳町）の異臭事案(20 2 2年3月9日発生）に
より、 緊急避難としてTOJIN館（佐賀市唐人）に仮移転していましたが、
1 0月1日に新事務所（佐賀市八戸）に移転しました。

日本IDDMネットワーク全体としては、 高額な遺産の寄付をいただき、 収
入規模は2年連続2億円を超え、 患者・家族のみならず一般社会を巻き込んだ
共感の輪は広がり、 期待も高まっています。

サー ビス向上、 研究支援の加速、 財源確保のすべてを成り立たせるために来
年度も尽力します。



2事 集 実施に関する事項

(1)特定非営利活動に 係る事 集. .. -. - .  ---· - -... 

事婁名

ネットワー クの

拡大・支援

ネットワー クの

拡大・支援

ネットワー クの

拡大・支援

情輯収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策提言

情報収集提供・
政策提言

情報
政
収繁集
提

提
言

供·

情輯収集提供・
政策提言

情報収集提供・
政策提言

情纏収集提供・
政簑提言

情輯収集提供・
政策提言

情報収集提供・
政策提言

情報
政
収
策
集
提

提
言

供・

情報収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策提言

情輯
政
収
策
集
提

提
言

供・

情輻収集提供・
政策提言

情輯収集提供・
政策提言

情籠収集提供・
政策提言

情輻収集提供・
政簑提言

事婁内容

0地填 患 者 ・家族 会 の 活性化の ために 下
記

の 団体に助成金 を2万円交付した．
・ 広島rもみじ の 会」：会員家族 のつど い（会員家族が 3家族 以 上集う場合に肋成）
・ やまびこ の 会山梨ヽIヽ児糖 尿病ミニキャンブ

・つぽみ の 会 携について の 教 職員向け研修会
0地域

患 者 ・

三
家

尿

愛重
族

綱

知

協

会
：・

2

岐
等

会
0

阜
2

（

の

岡
2

：
下

年
令

山

記

度

和

つ

の

「4

ば

1
事
年

型

み

度

集

糟
の

に
1

屎
型

会

対

病
糖

）

し

：第

尿
．

先援
綱

1
生

0

援
患

回
方

を
児

と

1

行
の

型

患

っ
痘

糖

者

た
養

尿
・．家

お

病
族

よ

患

と

び

児
の

学

の

研
校

僚
修

と

養
会

の

及
」遺（

・つぽみ の 会
•岡山小児糖

僚養 び学校との
遭

携について の 研修会

0 発症 初 期の1 型糖 萩綱患者と家族にと って必蔓な情報を詰め込んだ「希望のパッグ」を周知、 配布した．
くパッグに入っているもの ＞
・専門医に よ る医痘情報冊子「1型糖 床綱とそ の 治燎について最初に知ってもらいた いことJ
・療養に必妻な医痘機 醤 やインスリン製剤の 一覧
・祖父母向けバンフレット
・学校． 幼帷1!!1、保育園への説明用パンフレット

・注射器や血糟測定器を入れるポーチ
ほか

0インスリン襦充を必妻とする2型糖 尿痢 患 者向け の 「希望 のバッグ」を1il知、 配布した．

くパッグに入って いるもの ＞
・専門医がわかりやすく解説したインスリン治疫 の 冊子「rィンスリン注射が必妻』と言われている2型糖 尿病患者

さんへJ
・療養に必蔓な医僚機彗やインスリン製剤の 一覧

・祖父母向けパンフレット
・学校へ の 説明用パンフレット

注射器や血 糖 測定塁を入れるポー チ
ほか

〇·・
・

介
2

イ

以

0

ン

II
織

下

ス
施

以

の

リ
設

上

ン

政

な

ポ

の

策

ど
ン

1
実

で
型

ブ
現
の

糖

お

に

介
屎

よ

向

II

び

綱
け

職
持

患

て

員
桟

者
、

血

に
へ所

よ

糖

の管
る

測

大
医

イ
定

疫
臣

ン
醤

へ
費

ス
l

助
の

リ
こ係

ン

夏成
療

る

望

診
法

や

療
の

関

報
実

係

酬

陀
者

の

と

改

の

善

意見交換等
を行った．

・学校
別藁
な

企児
ど

童
集

の扶
・医

教
養

僚

職
手
機

員
当

器
零と閲

及
小遭児

び

企 救慢稟急性
か

救特
ら

命定
の

士
疾

患

に
綱

者

よ

の

・

る
申

家
璽1
族

"
症

窓
に

低

向
口

血
のけ

糖

た一
対

情
元

応

輯
化

提
•特
• 製 ナた情輯供の 規＂罐 和

o, 型糖尿病 患者の 祖父母向けパンフレットを9,000部増刷し、患者・家族 等へ配布した．

0学校、幼積園、保育園への説明用バンフレット「学校、幼稚園 、保育園 、認定 こども 園 の 先生 の ため の 1型 糖 尿
綱 対 応マニュアル』を8,000部増刷し` 患者・家族等へ配布した．

02型糖 尿病患者の 祖父母向けパンフレットを6.000綿増刷し患`者・家旗等へ配布した。

0 教師 の た め の2型糖尿銅対 応マニュアルを8,000部増刷し．患 者・家族 等へ配布した．

0カパヤ食品（株）憬から提供いただいたブドウ輔（グルコース）を主成分とした手軽な糟分捐給が可能なタブレッ
ト「ジュ―Cグルコース」を患 者・家族等へ配布した．

0オウンドメディア『PRESSIDDM』で 糖 尿鋼に関する情報発慣を行った．

OTw;tte,で1型 糖 探病に閲する情輯発慣を行い、1.237,4B7人（前年度比14％増）の リーチがあった．

OFocobookで1型 糖 尿綱に関する情輯発flを行い、 68,439人（前年度比51％増）の リーチがあった．

Ohsいgmmで1 型糟尿綱に関する情輯晃信を行い、 69,815人（前年度 比郎減）の リー チがあった．

0カ ーポカウント講座の動 画教材3種類（①1 型糖屎病初紐編②1型糖 尿病 応用編③2 型糖屎病編）を11i売し
た．

講師・川村智行あぺ の メディカルクリニック院長

①
0社

「イ
会
ン
保
ス
輝

リン
割療

度 法の

を
動

お

国

こコな
ン うテ

患

ン

者

ツ

・

2種類
家族 の た め の社 会保輝制 度 講座～就労・ 運転免許編～」（講師：多1!l祐子社

会保険労務士、瀧口
お
徹こ弁な11う士

患
）
者② rィンスリン療法 を ・家族の ため の社 会保輝制 度 講座～特別児童扶養 手 当・諫害年金編～J（多

田祐子社会保陳労務士）
を販売した．

or引こちあいしゃぺり場～患者 ・蒙嫉の
＂

話せる
＂
オンライン コミュニティ～」 を 患者、家族 ｀年齢別に5回間値し

た。

0 日本 糖 尿須教育・看II学会学術集会 ．日本移檀学会総会 及 び日本糠屎綱 学会年次学術集会で情鑢収集•発
慣を行った．

0医疫者向け1型糖 尿綱 の 症例対 応 セミナー を オンライン で2回（①CGM＆低血 糖 ②CSII＆移行期筐療）開催し
た．

実箆8時 実施場所

11月48
11月78 佐賀市

7月27日
8月9日 佐賃市

8月2 0B

安 城市

通年 佐賀市

大津町
ほか

安
佐
城

賀
市市

通年 大渾町
ほか

安 城市

通年 佐賛市

大津町
ほか

通年 佐贄市

ほか

通年 佐賀市

ほか

通年 佐賀市

ほか

通年 佐賀市

ほか

逼年 佐賀市

ほか

通年 熊本 市

ほか

船揖 市

煎本 市

通年 大津満町
糸 市

ほか

船揖
本

市

熊 市

通年 大津町
糸渦市

ほか

船揖 市

通年
煎本 市

大津町

名阿
権岡市

通年 煎本 市

大津町

佐賃市

通年 煎本 市

ほか

船揖 市

通年 大津町
ほか

名古置市

通年 塵児島市

ほか

安祗市

8月Z78 佐
煎本

買市

市9月38
大津町

ほか

従事
人

者
数

の
受益対象者の 範囲及び人数 支

（千出円額） 

患 者 及び 40 そ の 家族等

3人 117人

2人 183人

そ
患

の

者
家

及

族
び

零 11,899 

12人 2500人

12人 325人

4人 60万人

7人 9万人

7人 9万人

1人 2万人

7人 2万人

3人 60万人

2人 60万人

10人 60万人

10人 60万人

10人 60万人

3人 60万人

5人 60万人

8人 25人

4人 60万人

11人 63人
53人



2事業実施に関する事項

(9)特定非営利活動に係る事集

事 集名

情報
政
収

策
集
提

提
言

供・

情報収集提供・

政策提言

情報 収 集提供・

政策提言

情輻収 集提供·
政策提言

情輻収 集提供・
政策提言

情報収 集提供・
政策提言

情翰収 集提供·
政策提言

情輻
政
収賓集

提
提
言

供・

情報収 集提供·
政策提言

情報収 集提供・
政策提言

穎査研究

講査研究

謂査研究

謁査研究

謁査研究

1111査研究

隕査研 究

閲係団体 との
遭携

閲係
遍
団

携
体との

詈及啓発

詈及啓発

着及啓発

書及 啓発

讐及啓発

警及啓発

事婁内容

0「1 型糖尿 綱を 持 つ私の挑戟Jと題し た写真とイラストの募 集を 行い ． IDDMレポート2022に掲載し た。

0
基磁
「
カ編

ー

③ポ理
カ

解ウン
を

深
ト ＆め

先
た

遺
い

デ
方バ向

イ
It@ス 活

匿用燎セ
関

ミ
係

ナ
者

ー

向
」を

け
オ※

ン臨ラ床イン編で

）間4回筐（
し

①
た

は
．

じめての方向け②医疫関係 者 向け※

ナ
0ー2 型

②
糖2床綱に関す る セミナーを オンラインで2回（

あ
①

い

2
糖

型

戻
糖

病
尿

川
銅
柑

を 持
）聞
つ

l
方の ため の糖尿 病と の 向き合い方セミ

型糖尿 病との 向き合い方セミナー＃にち 催 した．

or, 型糖尿 病IDDMレポート2022」を 9, D00部作成し． ホー ムペ ー ジで も公開し た．

0株式会社SH紐EEATによるクラウ ド ファンディ ングrtクリ ス マ スに ケーキ を 1 型糖尿 綱の子どもた

ちへ年一回のブレゼント 」に協力 し 、1 型糟 尿 銅患児10 0絹lこ超低 糖貫クリ ス マ ス ケーキを 盾け た ．

OYouTuboチャンネル
ナ

に
た

て
糖

専
尿

門
網

属
の
の

対
方処に

法
向③け小た動Iii「YouTubeで 学ぷ1糖 型

尿

糖

病
床

を

綱
も

」シ
つ

リ児ー童ズ

と
（

の

ま
1111
ずわはり

①
方

糖

）
尿 綱

作
の

成
話に着②手救

し
恵
た

救．命士に向1 中 学 校の先生に向け た の

0パートナー・匿疫 者にも聞 いてほし い！1裂糖尿綱の妊嫌・出産セミナ ー
を オ ンラインで開僅した。

0エムペクタ合問会社主催の1型糟 尿 病を もつ中高生 を 対象としたキャリア教育 ブロ グラム「DiscoverYourseifJ
に協力した。

0「1 型糖尿 病の医康費相該会Jを 間催し た．

0日 本 IOOMネットワ ーク活動紹介チラシr, 型糖尿病の子ども違に
＂

治 る
＂

未来 を 贈り たい！ Jを 10, 000部増刷
し ．患者・家族等へ 配布し た．

0 認定特

2
金

定
源

非
確
嘗

保
利

及
活

び
動

啓
法

う
人ピ ース ウィンズ・ ジャパンと協働し低血糖 アラート犬3頭 の養成を 行っ た．

その資 発 の ために、 低血 糖 アラー ト犬チャリティTシ ャツの販売 を 行 った．

01冊型
を

糖含尿

む
病6患

種
者
類

・
）

家
を

族
配
等

布
に

・ 販
必

売
妻

I
な情輯 を 網羅し た「1 型糖尿 痢[!DOM]お役立ちマニュアルJPa,tlか

ら
p.n5

（別 売し た．

0経目指済 す
的

こ
事

と

由

を

で
応

大揖 学

す
へ

る

の

た
進

め
学

の

が1困
型

ll

糖

と

尿

な

＇

っている

学

1 型
基

糖
金

尿 」
に

綱
よ

患

る

者給が
付

、

型

1 型
奨

糖

学

尿
金

網

（返
根還絶不

の賽た ）
め

の
に

募
研

集
究

を

者

行
．

っ
医

た

療

が

者

． を
応

「 鋼根絶奨
募 者 は鶯かっ た。

0 社会的繹題
」に

の

よ
紐
る

決
起

と
集

い

支
う

援
夢

募
の

集
実

を

現
行

に
い
向

、
けて努力 している1 型糖尿 須患者を応援す るため 「1 型糖尿 病患 者起

集支援 基金 2件の応募があったが採択 者 は無かった。

〇鬼丸昌也ナチュラル・リ ーダーシッ ブ 研究 所所長によるファンドレイジング及びチー ムピルディングを 図る役職

員 研修 を開始 し た．

0以下の調
病

査・研究 等 に協力 を 行っ た．
・1 型糟 尿 の子どもた ち(0-1S歳）の 保育園 、 幼

ント
権

ブ
l!IIロ．

グ
学

ラ
校
ム

で

｝の
の

薔
受

及

入状況 （名古塁テレビ）
・スタンフォ ード大学 が開発 し た「 セルフマネジメ J （特定非営利活動法人日本 慢性疾患セ ル

フマネジメント協会）
・広輯発信の戟略繁定 （公益 社団法人グ

ロ
ーパルヘルス技術撮興基金GlobalHealth Innovative Teeooology 

Fund) 
・認定特

法
定
人等
非営

の

利活動法人の 活動 状況に関す る アンケ ート讀査（内閣府）
·NPO 孤拉・孤立対策に資す る 活動について（内閣官房孤狡・孤立対策室）

〇斬 型 コロナウイルスによる医
J
痕

と
崩九壌州を

に
防

お
ぐ

け
た

る

め
新

の引ごコ寄ロ付
ナ

を

対
財

応
源

の

と
拠

し点て
「
．

揖
日

1
本 にお け

の
る

看
新

II

型

職

コ
の

ロ
方

ナ 対々
へ

応
佐

の

賃
妻

の

で
特
あ

る「国立国際医痕研究セ ンタ ー 型 岡大学J
産物 を 譜っ た．

0「慎はまだがんばれ る 一“不治 の 綱
”
1型糖尿病患者、 大村詠ーの杭載ー」（じゃこ めてい出版）の全国 の 図書

館へ の 配布及び廠売を 行っ た．

01 型糖尿 綱 患 者・ 家族事に必蔓な情籠 を 網羅した「 1 型糖

札幌
尿

市

綱
教
[ID
育

D
！

M]お役立ちマニュアル
秋

」
元
(P

克
o
広

rt1
札

を

幌
餘

市

く
長

）を
全

か
国ら

は
の

感
図
謝
書

状
館

が

、学
譜

校ら
れ
図

た

書
．
館、飼院図書 室`医 学 図書館 、札 委員会等に 寄贈 した．

0ペネッセコー ポレーション(Benesse)が運営す る メディア「たまひよJで (1 型糖 床病を 知 る ］と題して． 笠原加奈

①②

子

を
し

事
生f
う

た

務涯
つ

母

局、
る

露
職

綱
B

員

気注
の

」r射
体

食が

験

ぺ必
該

過夏
が

ぎ
に
紹

が
な

影

介っ
響

さた

れ

J
息

な

た

子
ど

． 
Jどうして・・・ 」 と 母l;I:泣 いた
間違っ た理解や儡見がまだまだ多い 病気。息子 の ために立ち向か う 決意

0インターネット放送.ABEMAPnmoの「1 型糖尿網 とは？当事 者 と考え る Jに大村詠ー専務
匿事が出濱し た．

〇公益財団法人テルモ生命科学撮興財団 の助成金により 、 様々
な タイブ の糖尻綱を紹 介 する啓発動国の準傭

に着手した．

実詑日時

8月～11月

10月29El
11月9 日

12月10 日

2月88

II月268
5月20 日

11月

10月～12月

9月～

3月8 日

4月4 日

5月27 日

6月

通年

通年

通年

通年

4月～

通年

3月

通年

通年

8月12 日

8月29 日

2月～

実籍場所 従事 者の
受益対象者の範囲及び人数 支出額

人数 （千円）

船揖市

揖岡市 3人 60万人
煎 本市

船揖市

安
佐

城

買

市

市
54人

12人 43人
n本市 62人

大津町 60人
ほか

安 城市

褐
佐

岡市
買市 13人 186人

n 本市 993人
大津町
ほか

安
揖

城 市
圏市

佐
大津
買市

町
11人 60万人

ほか

褐閾市 2人 300人ほか

安 城市

佐賃市 5人 60万人熊 本 市
大津町

船揖市
安 城市

佐 買市 10人 129人煎 本市

大津町
ほか

東京都 3人 16人

東京都 12人 23人

佐
熊 本

賀市

市
3人 60万人

患者 及び 960 その家族零

佐 賀 市
大津町 4人 60万人

ほか

佐 買市 6人 60万人ほか

慣浜市
市佐賛 5人 60万人

大津町
ほか

安 城市

佐賃市 4人 60万人
大津町

佐 買市 15人 60万人ほか

佐賃市 4人 60万人ほか

患者及び 190 
その家族等

東京都
橿岡市

3人 60万人

そ
愚

の

者

家
及

族
び

零 1,814 

全国各地 5人 60万人

全国各地 7人 60万人

船揖市 2人 60万人ほか

大津町 1人 60万人

安 城市

佐
煎

賀

本

市

市
5人 60万人

大津町





2事 集実箆に閲する 事項

(1) 特 定非営利 活動に係る 事 集�． 

事 集 名

1型糖尿病 研

究
（ 特

基

別

金

会 計）
研究費肋 成

究

1型
基

糖
金

尿病 研

（ 特別会 計）
研究費助 成

1型糟尿病 研
究基金
（ 特別会 計）

研究費
助

成

1型糖尿病 研

究基金

研
（特

究
別

費
会

Il
It) 
助 成

9型糖尿綱1ii1
究基金
（ 特別会 計）

研究費助 成

究

研

1

（ 特

型
基

究
別

糖
金

費
会

尿

助
計薫

成

） 
研

究
1型

基

糖金尿綱 研

（ 特別会 計）
研究費助成

事婁内容

°
題

9●ブ●．●

研

裏"

ク

奔．
●

究
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額
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オ
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S
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●
曹』↑9活9

●

●

ごー•●
●
頂賓ヤ

●

¢
●
9

る

●

セ

セ

を

化
●

を

こ
,,

行

に
●

応

タ
っ

●
●

ー
_

援
た

""中.
. 

す

．「●

る

’."●"... ．打
●

.↑

●

●占.. ●牛
●

L
●●

●

め
●

●

●

の
ブ

●

寅予ロ守

基

●ジ
●
令●ェ"

ク
●9一●ト年ブ

●

9
ロ

●

ヽ

て

ジ●●ェ
ク

●ト

で

長

の

膏

”

.""'

肋 成額：20万円

研
0

•F
研

究
佐

re
究

e

賀

lこS
代

助
t県y

表
l

成
庁

eリ
者
を

の

ブ行
：

協村レっ力第
田
た
に

3敬．世
よ

国代
り
立

実

ア

病
ル

施

院ゴ
し

機

た
リズ

構

「
日

ム京本
の

翻ID精

医

D度痘Mネ評

セ

ッ価

ン

ト
ク

ワ

ー

ー
臨
ク

床指栄定養
の

科

ふ

長

る

・

さ

糖

と

尿

納

綱

税

セ

」 に

ン

よ
ク

る 寄 付 金を 財頭とし．下記

ー医長
肋成額：so万円

• F,,.t ;n Human＝ヒ
ト
に初めて投与する 段鼈の 治験 を 間始する ために、 実験

データ を もと に 治験実 施It国書 を

作 研
成

究

し
代
実

表
行

者
する

： 霜
． 田

精之
国立国際匿僚 研究 センタ ー膵 島移植企婁遭携

ブ
ロ

ジェ
クト長

肋 成額：1050万円

・
イ

研助
ン

究成

ス
代

額

リ
表
：

ン

1
者
3
鰭
00

脱：浅
万

が利
円
で貞き較る 神具戸穫 大

膵
学
島

大
移

学
槽 院法

医
の

学
憧

研
立

究

と産科集特化命に
教

向

授
けた生産システムの 構築

•からだの 中に残さ川れ飩た群騨属8
大

細
学

胞
生

を体膏講び節増
研や 究

す

所
研
代

究
1 研究代 表者 ．白 謝疾患医科

学分野教授
助 成額：2400万円

・ウイル
代

ス
表
糖
者
尿：綱永予潤防コクサッキーBウイルスワクチン開

発
へ 向 けた科基

特
盤任的

教
研

授
究 と その農開

研究 正法佐賀大学露学部肝臓・糖 屎 綱・内分泌内 授
助 成額：2000万円

0

望•1

研

さ
型

1

究

型
れ糠

糖

代

た屎

尿

表

中
病

者

綱
か

を

の
ら：発
宮
下根症寺記

絶

し
浩のなに

子
6
い
つ件

筑動
なへ
波
物が助

大

る

モ 成

学

あ
デ を

医

ら

ル
行

ゆ

学
のっ

る

医

確た
研

療

立
。 究

系と
を発

助

応症

教

援・揮す割る 「1型糖尿病 研 究 基金J助 成諜
題
の 中

で
継籟支援 を

希

檀序の 舷明

肋 成額．70万円
•Oi•botosCuro

に
向けたB 細胞新生の 効平化および低侵襲化

研
肋

究成額
代表者：

宮
塚健北里大学匿学部内分泌代 謝内

科
学教授

.500万円

•＂.,9
●●

●●

匹

●

糟

●
己
●

●
●

●
反

庁

代 ●

代 ●

代
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●

●

,

,
,

●
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●

●

●

士9こ”

の

万
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●
円
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す
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上
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る

て搭王

●
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●
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●
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●

●

●

と

立

●

●

●
しn

が
閥

人

た」ん立

＋

9rr

●

●

●

は

.m1
●

●

科

●

」

●

—

セ

人

●

．置

●

こ
↓

●

ょづ立．

←

＿い

●

く．庄.、

.

i.• TX 

.

... ●l

●

l.ュ"

.

.. 
●
．’

つ
9

.

．●
●
9．9

・

＂.●

内

9
兵
＾9.F●

分

●9

ン

？

濾

闊9謹

タ

9

・

●

―

法

9

人

999江"

●

9―9.
●

9 』

.
●

I
』

. ・買．

．

； ＂ 瓜

科助教
助 成金額．200万円

・血糖値の変動に 応じた
機

能的インス リン分泌 を 可能と する AAVペク
ク

ーの 構築と1型糖尿病モデル に対

す

る 治
療

研
助
効究成 果額

代

の

表：検1者
00

討
万

：ー菅
1

円

型
瀑（

糖
威応
尿

仁k
y

病筑

基

の波

金
根 大」

の

治
学

活

を
霞用目学

）
指医

し

療

て系
一スポーツ医学 研究 宣助教

Sky基 J

・マクロカOY

a

hoo プ良! ネ
者
セッル：祝ト

化

募
追膵

金
憲島

に

子 に
よ問

よ
る

志る
寄

社1
付型

大

金
糖
学

を
屎
病

財綱 n源治解
と
療析しての

研
研、
究
下 究

セ

記

ン

研

タ

究
ー

に 助成 を行
った．

託
研
助 研

究

成
究
代

金
員

表
：

2

長、角昭一郎同志社 大学綱懸舷
析

研究 センタ ー嘱

50万円

実 施日時 実 施場所 従事
人

者数の 受益対象者の 範囲及び人徴 支
（

千出
円

額
） 

患 者及び 135,360 その家族等

9月268 安城市1
1月21B 佐賀市 9人 60万人6月16日 大津町

8月23日 ほか

10月27日 安域市
3月31日 佐賀市 7人 60万人

ほか

11月21日
安城市1月13日

3月3日 佐買市 8人 6D万人
6月16日 ほか

1月13B
4月18日 安城市
6月5日 佐買市 8人 60万人
6月23日 ほか
6月27B

安城市
3月14B 佐買市 6人 60万人

ほか

5月16日 安城市5月19日
5月23日 佐賃市 5人 60万人

ほか



2 事集実施lこ閲する事項

(1)特定非営利活動 に係る事集

事 集名

究

1型
基
糖

金
床病研

（特別会計）
シンボジウム

1型糖尿病研

究

シ
（特
ン

基
別

ポ

金
会

ジ
計
ウ

）
ム

1型糖床病研
究 基 金
（特別会計）

広轍

究

1型
基
糖
金
屎洞研

（特別会計）
広報

1型糖屎病研
究基 金
（特別会計）

広輯

究

1型
基
糖

金
床病研

（特別会計）
広報

1型糖尿病研
究 基金
（特別会計）

広輯

1型糖尿癖研
究 基金
（特別会計）

広報

1型糖尿飼研

究 基 金
（特別会計）

広翰

9型糖尿病研
究 基 金

（特別会計）
広輯

基
1型

金
糖床 綱 研究

（特別会計）
広輻

1型糖尿病研
究基 金

（特別会計）
広輯

9型糖尿病1i11
究基 金
（特別会計）

広報

1型糖屎綱 研

究
（特

基
別

金
会計）

広輯

1型糖屎綱 研

究 基 金
（特別会計）

広輻

1 型糧尿病研
究 基 金

（特別会計）
広輯

1 型糖尿 痢研

究 基金
（特別会計）

広報

事婁内容

0サイエンスフォ ー ラム2023 一根治に向けてのカ ウントダウン3ーを間筐した．
【第 1部】
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・感樹のセレモニー

・農示ブー スツア ー

【第2部］
参加者 交流「会パ（

イ
研
オ

究
人

者

工
．謀医 島 師移

等
檀

と

の
患者

実現
・家
に

族
向

と

け
の
て交

J
流）

・テ ー マ1 、

・テ ー マ2 "晨8細腔膏生～移槽では な い治痘法～
J

・テ ー マ3 「iPS細胞によ
2

る
型

1型
糟

糟
尿

尿
綱
網

の
櫃話

治
」

」
・テーマ4rマルコさんと
・テ ー マ5 「理事長と話そう」
・テ ー マ6 rェン〒ィングノー ト ’'もしもノ ー ドを書こう」

・テー マ 7 r＃に ちあ いしゃぺり場J（テ ー マ設定な し ）

o, 迎糖尿病「治らない 」から「治る」—“不可能を可能にする” ーを応擾する100人委員会の 委員が1 40人と
な った。
く 100人委員会の役割＞
・不可能を可能にするこの取り絹みを＂ 社会に発償'‘する．
・不可能を可能にするこの取り親みの“ 戟

参加
略”に

し
助曼言＂する．

・不可能を可能にするこの取り岨みに参 患者と家 族 に勇気を与える．

01型糖尿病「治らな い 」から「治る」一“不可能を可能にする“ー を応橿する希望の 100 社 委員会の 委員は23
企集・団体とな った．各社・団体からば様 な々 r治るJ活動支橿 等の参加表明が寄せら れて い る。

〇公益財団 法人パブリックリソー ス財団のご協力により、 オンライン寄付サイ ト「GiveOne（ギブワン）」で「不治
の綱"1型糖尿病＂ の子どもたちを 助けた い！根絶のための研究lこご支援をお願いします」と題し て、 1型糖尿病

研究 基 金 への寄付をお願いした．

0ヤフ ー株式会社のご 協力により「Yahoo！ネット募金 」で、 バイオ人工膵島移褐実現に向けて「 マク ロカプセル化
膵島J闇発を支橿するため「年間1,600回の注射を打ち絞Itな くてはな らない “不治の病＂ の子どもたちに “治る”

希望を 」と題して̀1型糖尿病研究 基 金 への寄付をお願いした．

0日本IODMネットワ ーク を指定して佐賀県庁へふるさと 納税をして いた だいた方々へ． 佐買県 の 患者家 族 によ
るこだわりの品（育田焼． 有明濤度海苔）、 1型糖屎脅橙絶の歌り紺みに共感頂いた佐賃 の生産・加工集者 の

方々によるこだわりの品（農産物． 伝統工芸品事）をお礼として送付した ．

0「READYFDR継 絞寄付」を 活用し r パイ オ人工膵島移撞」の研 究助成 のため、 継桟的に霊月支援 いた
だく 「移槽サポー ター』を募集した ところ 、 当サ ポーターが26人とな った。

0日本承継寄付協 会の遺贈寄付情籠発flメディアfえんギフト2022 J等 で`9型糖尿網橙絶に向けた支援を呼び
かけた。

01型糟屎綱の啓発にも繋が る「 希望の募金箱Jを作製し ． 店絹やイペント出震場所等14か所（累lt:24か所 ）
に設置いた だいた．

orふるさとチョイスJ（株式会社トラストパンク運営）と協働し． 佐賀県庁への日本IOOMネットワ ー ク指定のふるさ
と納税（寄付）で、 パイオ人工膵島移撞による1型糖屎痢損治を目指す研究 への支援を呼び かけた．

目橿：25,000,000円
実績：26. 61 4,642円810人からの支援申込あり

0「ふるさと チョイス」（株式会 社トラストパンク運営）と協働し` 佐賀県庁への日本IOOMネットワーク指定のふるさ
と 納税（寄付）で、 r移 檀では な い治僚和の確立を目指す研究 への支援を坪び かlttニ•
目櫂：22 ,000.000円

実績・24,905、 359円573人からの支擾 申込あり

or 、ふるさとチョイス」（株式会社トラストバンク運営）
目

と
指

協
す
働

研
し

究
．佐

へ
賃

の
県
支
庁
援

へ
を

の日本IOOMネットワ ーク指定のふるさ
と納税（寄付）でJPS細胞による1型糖尿 綱根治を 呼び かIttニ·

目橿・2 4. 000, 000円

0「 ウイ ルス糖尿病予防ワク チン開発」のために 、 佐賃県庁への日本IDDMネ ッ ト ワ ー ク
輯
指定ふ る さ と

納税による佐賃大学への 研究助成金 1 70 0万円の謹皇式を開催し ｀ 佐買新聞 、 藁事 日 で紹介 され
た．

or人工知能による1型糖尿病覆養」のために 、 循環型 研究資 金 に よる京都府立匿94大学への 研 究資金
100万円(3年継績）の譜皇式を開催した．

0「ブタ膵島を用 いたパイオ人工膵島臨床実用化に向けた前臨床試験Jのために ． 「金岩償一基 金 」
よる国立国際 医限研究センターヘの研究 助成金3 850万円の贈呈式を開催した．

実施日時 実施 場所 従事
人

者 数 の受益対象者 の範1111及び人数 支
（千

出
円額） 

患者及 び 825 その家 族 等

6月25B 大阪市 15人 133人

そ
愚

の
者
家

及

族

び

等 23.949 

安城市
通年 佐賀市 5人 60万人

ほか

通年 佐賃市 2人 60万人ほか

通年 煎本市 1人 60万人

揖岡市
通年 佐買市 3人 60万人

煎本市

佐買市
麿津市

伊万塁市
武這市
鹿島市
小城市

通年 鳩野市 II人 60万人
神壻市
上峰町

みやき町
宥IIIIIT
白石11T
太良町

佐買市
通年 大津町 7人 60万人

ほか

通年 横浜市 2人 60万人佐買市

逼年 全国各地 5人 60万人

[ 6月yB]
船橋市
佐賀市 6人 60万人大津町11月30日 ほか

11月 1日 佐賀市
～ 大津町 6人 60万人

1月29日 ほか

2月1日 福岡市

[9月;0日）
佐賃市 5人 60万人
ほか

7月25日 佐賃市 7人 60万人ほか

10月31日 京蜀市 1人 60万人ほか

1 1月25B 東京都 7人 60万人ほか



2 事婁実筋に関する事項

(1)特定非営利活動に係 る事業

事 婁 名

1 型糖尿病研
究基

特
金

（ 別会計）
広輯

1型
基
糖屎捐研

究金
（特別会計）

広報

1型糖尿病研
究基金

（特別会計）
広輯

9型糖尿病研
究基金

広
（特
輻
別会計）

1 型 糖尿網研
究基金

（特別会計）
広輯

9型糖
金
尿病liil

究基
（特別会計）

広報

1型糟尿11ii研
究基金

（特別会tt)
広輻

1型糖尿病研
究基金

（特別会計）
広轍

1 型 糖尿病研
究基金

広
（特報別会計）

1型糖尿病研
究基金

（特別会計）
広輯

1型糠尿綱研
究基金

（特別会計）
広輯

1型糖尿綱研
究基

:
金

広
（ 別会計）

1 型 糖床網研
究基金

広
（特報別会計）

9型糖霰綱研
究基金

広
（特
輯

別会計）

9型糖尿綱研
究基金

（特別会計）

究
1 型

基
糖
金
尿病研

（特別会計）
広輯

1型糟屎綱研
究基金

（特別会計）
広帆

1型糖屎綱研
究基金

（特別会計）
広輯

究
1 型

基
糖
金
尿綱研

（特別会計）
広綱

1型糖尿病研
究基金

（特別会計）
広輻

事 集内容

0「パイ オ 人工藤島移檀」のために、 佐買 県庁への日本IDDMネットワ ー ク指定ふるさと納税による国
立国際医療研究セン ク ー及び神戸大学への研究助成金2 350万円の贈呈式を聞催 し、 神戸 新聞�佐
賃新聞． 科学新聞で紹介された．

0「か らだの中に残された膵8細胞量を増大させ 1型糟尿洞を ＂ 治す＂ 研究 」のために、 佐賃県庁への
日本IDDMネ ットワ ーク指定ふるさと納税による群累大学への研究助成金240 0万円の贈呈式を聞催
し、 群島テレビ 、 上毛新閏で紹介された．

0社 会諜題メディアiooddo遺譜寄付サイ トに掲載 し 、 1型糖尿綱根絶に向けた支援を呼びかけた．

0週刊新浦の終活特集で『1 型 糖屎病を「治る」綱気に』と題して支援を呼びかけた。

0日本経済新聞の「遺Ill寄付で次世代のための社 会貫献」特集で「遺産寄付 で“ 不治の病” 1型糖尿
病を 治る病 lこ」 と題して支援を呼びかけた．

0週刊新潟に『ふるさと納税で「1型糖尿病Jを治る病気にする ための支援を』と題して掲載され
た．

0遺贈寄付ウィ ーク2022「オンライン遺贈寄付セミナーJで日本IDDMネットワ ークの活動を紹介 し、インスリン襦
充を している 方のための「エンディングノート（ も しもノート）J書き方講座も実純した．

0憤須る＂買寄窪付勘＂経
氏

営
（「ー会1型

社
糖

を救う
病

ブ

支
ロ
援

士ー集」に
会
大

社村を詠潰ーす専ダ務メ理士
事
稟

が
」著出者演）

し
主
．
催のチャリティ イ ペントrふるさと納税から

始め 尿 支援を呼びかけた。

0富裕層向け媒体いFFLUENT（アフルエント）Jで「ふるさと納税で＂病の子どもを救える ことをご存じですか？」
と題して支援を呼びかけた．

OAF FLUENT（アフルエント）のCLOSEUP(WE8ベージ）にrふるさと納税で救える子どもの命1型糖尿病の研究
支援 l 日本IDDMネットワ ークJと題して掲載された。

08年目となる全国的な寄付啓発キャンペーン閲「寄係付者
月

へ
間お～願G

い
ivin
し
1
た

D．ecember~ Jの賛同バートナーとして.,型
糖屎病の＂ 根絶’'を目指し歳末寄付を会員lまか

0週刊文署に「ふるさと納税を通じ＂綱愚者を支援できる取親が開始』と題して掲載された．

0週刊文警WOMANの遺贈•寄付特集で「毎日注射が必蔓lこなった息子に＂ 治るよ＂ と言え る未来を」と
題して支擾を呼びかけた。

0パ％レ
を

ン
1
ク
型
イ
糖
ン
尿

デ
病
ー

研
とホ
究

ワ
基
イ

金
ト

へ
〒
寄
ー

付
に合わせて印クタ ーズチョコレ ートJ（販売元．株式会 社 マザー レンカ）の売上

の1 するキャンペ ーンを大賣薬局(102店絹）、 阪神謂剤グルーブ・l&H株式会
社(123店舗）及びアボクリート株式会 社(33店Iii)のご協力により実施した．

0大阪マラソン2023~0SAKA MARATHON 2023~（第11回大阪マラソン）にチャ リテイパートナ ーとして参加
し、 12名のチャリティランナーが 寄付を呼びかけられた。

0マンスリーサポータ ー1 00名募集キャンベーンを行ったとこる,62名の申し込みにつなが った．

0司法 書士法人チェスタ ー と協働で遺贈寄付パンフレットを作成 し. 1型糟尿病をはじめと して1l病全
般に対す る支援を呼びかけた．

0らくらくコミュニティ（国内最大級のシニアSNS)で1型糖尿氣根絶に向けた支援を呼びかけた。

02005年にスタート した1型糖尿綱研究基金のノウハウを1t綱全般にいかすため「鱈綱研究 支援基金」を創設し
た．

0佐賃県ホームペ ージ r 協働の事
掲

例
載

集～自発の地域づくりさが を目指 して～Jで日本[DOUネットワ ー

ク のふるさと納税の四り絹みが された。

実籍日時 実施場所 従事 者の 受益対象者の範囲及び人数 支出額
人数 （千円）

東京翻
2月1日 神戸市 1人 60万人

ほか

3月7日 前揖市 7人 60万人ほか

横 浜 市
7月～4月 佐賛市 4人 60万人

ほか

慣浜市

8月4B 佐賀市 6人 60万人大津町
ほか

8月22B 横 浜市
8月25日 佐賀市 4人 60万人
8月29日 ほか

9月15日 横
佐

浜

賀
市

市 2人 60万人

9月17日 横 浜市 2人 60万人大渾町

11月14日 大津町 2人 60万人ほか

填岡市
11-12月 佐買 市 4人 60万人

ほか

11-12月 橿岡市 2人 60万人佐買 市

12月 佐賃市 8人 60万人ほか

12月15日 横 浜市 2人 60万人佐賃市

船揖市

12月22日 横 浜市 6人 60万人佐賃市
ほか

2月138
～ 全国各地 4人 60万人

3月31日

2月26日 大阪市 4人 60万人

3月27日 憤浜市
～ 褐閾市 8人 60万人

5月8日 煎本 市

3月～ 佐買 市 3人 60万人ほか

4月～ 佐賃市 5人 60万人ほか

4月 佐賀市 1人 60万人

5月23日～ 佐賃市 2人 60万人ほか



2事集実施に閲す る事項

(1)特定非営利活動に係る事婁

事集名

究
1 型

基
糖
金

尿洞研

（特別会計）

1 型 糖 尿網研
究基金

（特別会計）

1型 糖床病研
究基金

（特別会計）

1型 糖 尿洞研
究基金

（特別会計）

1型 糖 尿病研
究基金

（特別会計）

1型 糖 尿綱研
究基金

（特別会計）

9型糟尿綱研
究基金

（特別会計）

1型
究

糖
基

屎
金

病研

（特別会計）

1型 糖深綱研
究基金

（特別会計）

9型糟尿病研
究基金

（特別会計）

事集内容

く 主な寄付金収入冥頼＞

0毎月定額 (1口1. 000円）で当研究基金 の サポ ー トをいただ＜ノ ー モア注射マンスリ ー サポ ー ターから寄付を
頂

サ
贄
ポ

し
ー
た

タ
。

ー数： 680名で 1 ,586口
寄付金 額 ・18, 1 77, 1 55円

0コカ ・コーラポトラー ズジャパン（株）、（株）伊藤園］ナントリ ー ピバレッジソリューション・慢（株性）疾、 （株）ペネフレック
ス 、 FVジャバン（株） ｀ （株）TGサボ ー ト 、 （特非） ジャパン・カインドネス協会及びll綱 患患者 支援自動飯

亮機を設置いただいた醤様のご協力により 、 その飲料亮上額 の 一部が当研究基金へ寄付された ．
設置 台 数．66台
寄付金 額 ： 1 ,467,968円

0（株）パリュ ー ブックス のご協力で家窪や羹場に組っている古本を提供いただく「ノーモア注射～希 望の本ブロ
ジェクトJにより寄付を頂餃した ．
Ill! 数．3,974冊
寄付金 額 ： 1 57,533円

OTMコミュニケ ー ションサ ービス 株式会社のご協力で ． 不用品の買歌価格lこ10％が加えられた 金 額をいただ＜
「お宝エイド」により寄付を頂”した．
寄付金額：191 , 707円 （書き損じハガキプロジェクト分を含む）

0ヤフ ー 株式会社のご協力で 、 「Y•hoo！ネ ット募金」により寄付を頂戴した．
寄付金 額：856. 106円

0ソフトバンク株式会社のご協力で、 スマ ー トフォン事から寄付でき る「つな が る募金Jにより寄付をlll戴 した．
寄付金 額：552. 123円

0大阪 マラソン2023~0SAKA MARATHON2023~（第11回大阪マラソン） のチャリティパ ー ト ナーに選ばれ、
チャリティランナ ー による寄付 、 チャリティランナ ー

がファンドレイザ ー として呼びかけ ていただいた寄付． 一般ラン
ナ ー のエントリ一時の寄付 ．チャリティグッズの売上等による寄付を頂”した。
寄付総額 ．2, 838, 404円

01型 糖 尿病 患者である故林文子樺は生前． 折りにふれて電厄や手紙で日本IODMネットワ ー クに遭絡をくださ
り、施設で自己注射ができ なく な っ た と き

1型
の

糖
不

尿
安
病
（施橿設

絶
を
に

退向去
け
し

た
な
研

い
究
といけない）や1型

患
糖
者
尿

支
病
援根

サ
絶

ー
へビのス

希
の

望構を築IA られてい ました．故人のご遺志を継ぎ． へ の肋成、 高齢
や介謹職員によるインスリン注射の合法化の政策蔓望事の活動費として｀ いただいたご寄付で「林文子基金」
(53,274 ,919円）を設立した．

Of先日他界した 父は ． 1型 糖 尿痢を専門とするIJヽ児「

き

科身

ま

医
寄

す

で
り
。

し
が

患

た

な
者

。
い

父

様
た
が

そ

め主

し
1

て

治
型
ご

医
糖
家

と
尿

族

し
病

て

の
の

長

皆
方
く

さ

治
の

ま
痘

た
に

しめ
、

て

少
に

き

し

使た

で
っ
1 

1型 糖霰病
の患者 様のお一人が 、 数年前に がんで亡な る際に ． てほしし
と 父に残した遣匿を ． 本基金 として寄付させていただ そ さ 、少 でも明るい‘未J 

来が来ますように ．研究に お役立 て ください．』として、 いただいたご寄付で「武居正郎基金」(2000万円）を設立
した．

(2)その他の事業該当なし

(3)その他
〇総 会：

通常総会を2022年8月20日名古屋市で開催
臨時総会を2023年2月4日佐買市で開催（哩事の増員｀ 共同代表制の導入）

0理事会：
第38回理事会を2022年8月15日（通常総会に付騒する事項｀ 特定資産の創設）佐賀市で開催
第39回理事会を2022年11月5日（正職員就集規則の改正、 育児・介護休業規程の改正）佐賀市で開催

実栢日時 実応場所 従事
人

者
数
の受益対象者 の範囲及び人 数 支

（千
出

円
額

） 

通年 全国各地 II人 60万人

仙台市
つくば市
下野市
上里町
千葉市
柏市

市原市
東京都
新潟市
三条市
柏崎市
燕市

富山市
白山市
揖井市
小浜市

通年
隋
お

鯖越
越
お

江
前

い
前

市
市

町
町

4人 60万人

浜松市
一宮市
京都市
綾部市
枚方市

門真市
東神大戸阪

市
市

三木市
1111山市
揖山市
今治市
佐賃市
肝付町

通年 全国各地 7人 60万人

通年 全国各地 7人 60万人

通年 全国各地 1人 60万人

通年 全国各地 7人 60万人

通年 全国各地 4人 60万人

安城市
11月7日 佐買市 6人 60万人

ほか

佐賀市
1月24日 大津町 4人 60万人

ほか

第40回理事会を2023年1月15日（臨時総会に付謙する事項、役員報酬規程の改正、 事務局体制の見直し 、 事務局長の任命 、 正臓員就集規則の改正． 旅費規程の改正）佐賀市で開催
第41回理事会を2023年4月5日（臓員への対応 ｀ 難痕研究支援基金の創設． 就集規則の改正）佐賀市で開催
第42回理事会を2023年6月23日（日本非営利組織評価センターヘの対応 、 臨時総会の間催 、 資産運用・問規程の制定、 通常総会に付饉する事項. 2024年度から会費等の値上げ、 役員報酬

規程の改正、会計処理規程の改正、井上龍夫理事長の次期年俸）佐買市で開催
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